
あなたの
近くの工務店

24社の実例を
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■ 目指すのは「心を豊かにする家」。その手段

として重視 しているのが、住宅の高断熱化と、

太陽熱を給湯・暖房に利用するハイブリット

ソーラーの組み合わせだ。現場の豊富な知識

に裏づけられた質の高い設計と職人が支える

技を充実させることで、自然のエネルギーを

無駄なく生かし、高品質な住宅づくりを実現

している。

社名/高田工務店

代表/高田良晃

住所/〒 206～ 0811東京都稲城市押立870-3

C〕 042・ 377・ 5359

年間建築棟数/新築 5棟

社員数/5名
建築地域/東京都、神奈川県、埼玉県の一吉

設立/1963年 5月

定休日/日 曜日

アフターメンテナンスの対応

・竣工後 1年 目、3年目に点検を実施
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過去の施工資料のバックアップも豊富な社屋。

設計 施工の対応力の高さも同社の魅力だ

本物の住まいとは何か? 快適とはどういった

ことか? 学生時代に重いシックハウス症状に

悩まされた経験を生かし、住まい手が健康に

暮らせる家づくりに取り組んでいます。お気軽

に声をお推卜けください。

1960年東京都生まれ。

工学院大学建築学科卒

業後、総合建設業に就

職。企画・設計に携わ

ったが、売り手発想の

住宅販売、建築のあり

方に疑問を抱く。以来、

「倉」造空間」という理念

を掲げ現在に至る。

仄

太陽の温もりに包まれる
ガーデンサイPヽウス

高国工務店

1.東側から見た外観。ガルバリウム‐~rl板 の軽快な屋根と独

特な風合いのあるアクリルリシン吹き付け仕上げの外壁

で、オーソドックスなF「象に 2上部に吹き抜けがある玄

関。奥の階段は蹴上げ板を付けていないため、視線が先ま

で伸びていく 3.南 の庭に向けて大きく視界を確保 した

LDK。 四季折々の植栽の眺めを楽しむことができる。ナラ

材の床と和紙クロスの壁、杉板張りの天丼で自然素材の質

感に満ちた内装に仕上がった

東 京
。小 金 井 市 Tさ ん の 家

家族構成/夫 73歳 妻74歳 次女45歳

本体工事責/3500万円
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自
分
の
手
入
れ
す
る
庭
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
住
ま
い
に

こ
の
地
に
建

っ
て
い
た
の
は
築
４０
年

に
も
な
る
ア
パ
ー
ト
併
用
住
宅
。
間
取

り
も
設
備
も
古
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

オ
ー
ナ
ー
の
Ｔ
さ
ん
夫
妻
は

「こ
れ
以
上

い
く
ら
改
装
し
て
も
…
」
と
見
切
り
を
つ

け
て
、
高
田
工
務
店
に
建
て
替
え
を
依

頼
す
る
こ
と
に
。

「見
学
会
に
も
足
を
運
ん
で
、
自
然
素
材

と
断
熱

・
気
密
性
を
重
視
す
る
作
風
に

好
感
を
持
ち
ま
し
た
」
（妻
）。

ゆ
と
り
の
あ
る
敷
地
を
生
か
し
、
建

物
は
北
に
寄
せ
て
、
植
栽
の
手
入
れ
が

趣
味
の
夫
の
た
め
に
庭
を
南
側
に
大
き

く
確
保
。
そ
の
庭
を
眺
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
大
き
く
開
口
部
を
設
け
た
Ｌ
Ｄ
Ｋ

を
１
階
に
配
置
し
た
。
キ
ッ
チ
ン
と
ダ

イ
ニ
ン
グ
か
ら
出
ら
れ
る
ウ
ッ
ド
デ

ッ

キ
も
設
置
さ
れ
、
「庭

へ
も
出
や
す
く
な

つ
た
」
と
夫
は
喜
ん
で
い
る
。

２
階
は
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
個
室
。
室

内
の
気
配
が
伝
わ
る
よ
う
に
廊
下
側
に

欄
間
が
設
け
ら
れ
、
お
互
い
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
尊
重
し
な
が
ら
も
孤
立
し
な

い
間
取
り
と
な
っ
た
。

同
社
が
得
意
と
す
る

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
ｔ
ン
ス
テ
ム
は
、
太
陽

熱
を
屋
根
で
採
取
し
、
床
暖
房
や
給
湯

に
利
用
す
る
も
の
で
、
Ｔ
邸
に
も
導
入

さ
れ
た
。
オ
ー
プ

ン
な
室
内
を
ほ
ど
よ

く
均

一
に
温
め
て
い
る
。

「冬
の
寒
さ
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
毎
朝
、

布
団
の
上
で
ス
ト
レ
ッ
チ
し
て
ぃ
ま

一，
」
）
一木
」心
一
一一こ
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Ｌ
夭
っ
一
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もともとは既製品のシステムキッチン

なのですが、外側にカウンターを取 り

付けてもらいました。おかげで配月善な

どもしやす くなったんですよ。この独

特の丸みは夫のアイデアです。大工さ

んは苦労 したみたいですが、おかげで

お盆なども置きやすくなりました (妻 )。

■

光と風の道を設ける

写真は 2階の通路。東からの光を取 り

入れつつ、吹き抜けから階下の玄関ヘ

明るさを届け、各個室では欄間を光と

風の通 り道に。要所で採光 通風を配

慮することで、室内は明るく新鮮な空

気で満たされ、冷暖房も効率よく行う

ことが可能になっている。
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違和感なく仕上げる

設計意図を効果的に施工に反映させる

ため、同社では設計担当者と施五者と

の意見交換を大事にする。T邸のキッ

チンにおけるコンロ前のガラスの仕切

りもそのプロセスによつて生まれたも

の。違和感なく施二がおさまることで

庭への視界が美しく確保された。
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自
然
な
明
る
さ
と

温
か
さ
に
包
ま
れ
て

ゆ

っ
く
り
で
き
ま
す

守
貪

~｀1に亀冬
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こ
=積

/29488面 (8936坪 )

天
=積

/13378面 (4054坪 )

雪/7021市 (2128坪 )

雪/6357面 (1926坪 )

途え域/第 1種住居専用地域

べしヽ=/40%
着 =/80%

躍yo①

:撻 STR懇 闇匿腱TS

キッチン/タ カラスタンダード十一部造作

窓・サッシ/トステム

LDの照明器具/オーデリック

撮影/後藤徹雄

取材・文/渡辺圭彦

室温も均―に

室内は移動に支障のないように洗面室

や浴室など随所で段差が解消された。

さらにハイブリッドソーラーによる床

暖房の熱をしつかりとした断熱 気密

性によって室内に行き渡らせていて、

室温も均一に。温熱環境においても身

体への負担が軽減されている。

円一一̈
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Ｔ
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一・　
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ら
議

6 列型の対面式キッチンはゆ

ったりと広めに計画された。床

には御影石を貼つた。冬には床

暖房の無を蓄え、夏にはひんや

讐  lF    者たは11あ l稚1115`多
一と収納ltlを 設置


